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民
民
主
な
ど
が
野
党
共
闘
を
否
定

し
て
い
る
た
め
、
政
権
交
代
を
見

通
せ
て
い
ま
せ
ん
。
健
康
保
険
証

廃
止
時
期
繰
延
べ
な
ど
に
よ
り
内

閣
支
持
率
の
低
下
に
歯
止
が
か
か

れ
ば
、
10
月
に
解
散
・
総
選
挙
が

行
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
下
、
何

が
必
要
か
考
え
る
た
め
、
こ
の
４

月
に
『
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
副
事
務

局
長
』
に
就
任
し
た
染
裕
之
さ
ん

を
招
き
、
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

仲
間
も
さ
そ
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

「
10
月
解
散
・
総
選
挙
」
も
あ
り

？

闘
う
陣
形
構
築
に
何
が
必
要
か
！

は
、
時
代
を
変
え
る
よ
う
な
悪
法

が
次
々
通
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
軍
拡
と
防
衛
費
激
増
予
算
だ

け
で
な
く
、
危
険
な
老
朽
原
発
稼

働
や
、
人
権
を
損
う
入
管
法
改
悪
、

差
別
を
助
長
す
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解

増
進
法
、
ト
ラ
ブ
ル
続
き
の
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
活
用
拡
大
な
ど
を
岸
田

政
権
は
強
行
し
ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
で
実
質
賃
金
は
下
が

る
一
方
。「
異
次
元
」
と
称
す
る
少

子
化
対
策
も
結
局
は
バ
ラ
マ
キ
中

心
で
し
か
な
く
、
岸
田
政
権
の
無

策
ぶ
り
は
目
を
覆
う
ば
か
り
で
す
。

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
問
題
や
物
価
対

策
の
失
政
に
よ
り
、
岸
田
政
権
の

支
持
率
は
急
落
し

て
い
ま
す
が
、「
第

二
自
民
党
」
を
自

認
す
る
維
新
や
国

学習交流会案内
○日　時　９月２２日（金）
　　　　　午後１時 15 分開会
○場　所　清掃会館地下ホール
○テーマ　現下の政治情勢と闘い
　　　　　の課題（仮題）
○講　師　染　裕之さん
　　　　（平和フォーラム副事務局長、
　　　　 元・東京清掃委員長）
○懇親会
　　実施について、東京清掃と調
　整中。実施する場合は会費とし
　て 500 円頂きます。
○参加申込み
　９月８日頃迄に連絡ください。

※『平和フォーラムニュース５月号』に載った自己紹介記事

平和フォーラム／原水禁・ News Paper 2023. 5

れは「見られたくないから」。見られたら「心の中」
まで見られてしまった気がして気まずくなってしま
うと思います。「心の掃除」と「部屋の掃除」は違
うように見えて心理的には一緒なのだと斎藤茂太さ

　私は読んでいく中で心に響いた文面があります。
それは 175 ページにある「自分を好きになる、自分
の生き方に納得している……これが、人として幸せに
生きるための最低条件だと思う。自分を好きではない
人は、他人を真剣に愛することはできないし、人に愛
されているという実感も持てない。いい換えれば、「幸
せになろう」と努力することは、「自分を好きになろう」
としていることと同じことかもしれない。実際、自分の
夢や幸せに向かって努力している人は「そんな自分が
好きだから」「そんな自分でありたいから」という思い
がその根底にある。」という部分です。私は「自分を
好きになる」ということは簡単ではないと思っていまし

WE INSIST!

ませんか？（わたべ みく）

　格差と分断、深まる対立
など日本社会の病巣は深刻
さを増しています。平和の
希求、差別と人権問題の克
服、脱原発の実現など、私
たちの社会には解決しなけ
ればならない多くの課題が
あります。社会の不条理に毅然と向き合い、誰一人
取り残さない包摂社会の実現に向けて「平和フォー
ラム」の果たすべき役割が益々増していることを実
感します。微力ではありますが、みなさんと共に全
力で奮闘する決意です！よろしくお願いします。

（そめ ひろゆき）

平和フォーラム副事務局長に着任しました！
染 裕之（前自治労東京都本部委員長）

９・22
退
職
者
会
23
秋
の
学
習
交
流
会

　

６
月
21
日
に
終
わ
っ

た
今
年
の
通
常
国
会

悪
法
製
造
所
と
化
し
た
岸
田
政
権

10
月
解
散
・
総
選
挙
の
可
能
性
も

何
が
必
要
か
み
ん
な
で
考
え
よ
う
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今
年
の
親
睦
旅
行
は
、〈
横
須
賀
・

猿
島
周
遊
〉
日
帰
り
ツ
ア
ー
で
す
。

　

東
京
湾
唯
一
の
自
然
島
猿
島
は
、

江
戸
末
期
に
砲
台
建
設
、
明
治
期

に
要
塞
化
、
41
年
に
は
高
射
砲
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
軍
事
施
設
で
し

た
が
、
現
在
は
、
古
い
煉
瓦
の
建

物
に
樹
々
が
覆
い
か
ぶ
さ
り
「
ラ

ピ
ュ
タ
感
満
載
」
と
評
判
で
す
。

▼
実
施
企
画
案

　
『
よ
こ
す
か
満
喫
き
っ
ぷ
』
に
よ

る
〈
横
須
賀
・
猿
島
周
遊
〉
ツ
ア
ー

▼
実
施
内
容
（
予
定
）

　

７
時
30
分
・
品
川
駅
集
合

　

京
急
『
汐
入
』
駅
下
車
〜
猿
島

渡
船
〜
ガ
イ
ド

の
案
内
で
猿
島

見
学
・
観
光
。

船
で
横
須
賀
市

街
に
戻
り
ヨ
コ

ス
カ
満
喫
ラ
ン

チ
、
14
時
半
頃

現
地
解
散
。

▼
参
加
者
負
担

10
月
20
日

横
須
賀
・
猿
島
周
遊
日
帰
り
ツ
ア
ー

　

７
月
19
日
に
定
期
総
会
後
初
の

幹
事
会
・
専
門
部
会
を
開
催
し
、

①
企
画
会
議
・
事
務
態
勢
補
強
、

②
丹
野
会
長
業
務
代
行
、
③
会
員

拡
大
へ
向
け
た
東
京
清
掃
要
請
、

④
来
年
初
春
ま
で
の
行
事
実
施
計

画
等
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

毎
月
月
初
め
に
『
企
画
会
議
』

を
開
い
て
、
会
の
行
事
等
を
検
討

し
、
同
日
、
会
員
の
皆
さ
ん
へ
の

連
絡
資
料
送
付
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
結
構
大
変
で
す
。

　
『
企
画
会
議
』は
戸
枝
事
務
局
長
、

箱
田
幹
事
、
纐
纈
幹
事
が
担
っ
て

い
ま
す
が
、「
文
殊
の
知
恵
」
と
い

う
か
、
岡
澤
副
会
長
に
も
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
手
を
要
す
る
資
料
発

送
作
業
の
手
伝
い
を
森
さ
ん
が
志

願
し
て
く
れ
ま
し
た
。
猫
の
手
ど

こ
ろ
か
プ
ロ
級
、
大
助
か
り
で
す
。

こ
れ
で
大
分
楽
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

丹
野
会
長
は
、
現
在
病
気
治
療

に
専
念
し
て
い
ま
す
。

　

会
長
業
務
の
う
ち
、
幹
事
会
議

長
や
会
の
行
事
挨
拶
等
内
部
業
務

は
佐
藤
副
会
長
と
岡
澤
副
会
長
が

交
替
で
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

上
部
団
体
関
係
の
代
理
は
、
様

子
を
見
て
の
対
応
に
な
り
ま
す
。

　

東
京
清
掃
行
事
の
挨
拶
な
ど
は
、

佐
藤
副
会
長
、
岡
澤
副
会
長
、
戸

枝
事
務
局
長
が
適
宜
行
い
ま
す
。

　

今
年
の
新
規
加
入
は
５
人
、
こ

の
ま
ま
で
は
ジ
リ
貧
で
す
。
会
員

拡
大
へ
現
役
組
織
に
動
い
て
も
ら

う
た
め
、
東
京
清
掃
要
請
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
退
職
間
際
の

第１回
幹事会

企
画
会
議
・
事
務
態
勢
の
補
強
、

丹
野
会
長
業
務
代
行
、
会
員
拡

大
へ
向
け
た
東
京
清
掃
要
請
、

秋
か
ら
来
春
の
行
事
な
ど
検
討

会
員
拡
大
へ
東
京
清
掃
要
請

企
画
会
議
と
事
務
態
勢
補
強

丹
野
会
長
の
業
務
代
行

方
と
退
職
者
会
の
繋
が

り
を
ど
う
つ
く
る
か
が

課
題
で
す
。
要
請
内
容

は
後
日
報
告
し
ま
す
。

　
『
よ
こ
す
か
満
喫
き
っ
ぷ
』
品
川

発
３
４
３
０
円
＋
『
猿
島
渡
船
』

料
金
１
３
５
０
円

▼
会
の
負
担
…
…
食
事
の
際
の
飲

み
物
（
金
額
に
よ
っ
て
は
限
定
方

式
）、
つ
ま
み
、
猿
島
ツ
ア
ー
料
金 猿島の軍事施設跡

　

秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、

●
実
施
日
…
…
11
月
中
旬
の
予
定

●
実
施
案
…
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

　

イ
ド
に
よ
る
谷
中
散
策

　

10
時
、
日
暮
里
駅
集
合
〜
２
時

　

間
程
度
散
策
〜
日
暮
里
に
戻
り

　

街
中
華
で
ラ
ン
チ
＆
ビ
ー
ル

■
新
春
の
集
い

　

１
月
27
日
（
土
）
開
催
の
予
定
。

11
月
に
秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

新
し
い
会
場
を
探
し
て
い
ま
す
。

■
演
芸
を
楽
し
む
会

　
『
国
立
演
芸
場
』
が
建
替
え
の
た

め
、
新
会
場
を
検
討
中
。
落
語
中

心
な
ら
新
宿
末
広
亭
、
上
野
鈴
本

演
芸
場
、
浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
、
池

袋
演
芸
場
が
候
補
。
大
衆
演
劇（
例

え
ば
浅
草
木
馬
館
）
に
も
視
野
を

拡
げ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

■
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
「
と
あ
る
公
園
に
咲
く
サ
ク
ラ
を

愛
で
、
と
あ
る
処
で
ビ
ー
ル
」
と

い
う
方
式
も
含
め
て
検
討
中
。

来
春
の
行
事
も
検
討
中
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１
９
６
６
年
に
静
岡
県
清
水
で
起

き
た
殺
人
・
放
火
事
件
で
犯
人
と

さ
れ
、
死
刑
判
決
を
受
け
た
袴
田

巌
さ
ん
の
え
ん
罪
事
件
は
、
今
年

３
月
13
日
に
東
京
高
裁
が
再
審
開

始
を
決
定
、
検
察
が
特
別
抗
告
を

断
念
し
、
静
岡
地
裁
で
再
審
の
開

始
が
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

東
京
高
裁
の
決
定
で
、
死
刑
判

決
の
決
定
的
な
証
拠
と
さ
れ
た『
血

染
め
の
衣
類
５
点
』
が
「
捜
査
当

局
に
よ
る
ね
つ
造
の
疑
い
」
と
言

及
さ
れ
た
検
察
で
し
た
が
、
再
審

に
向
け
た
判
断
を
３
ヵ
月
も
引
き

延
ば
し
た
挙
句
、
７
月
10
日
に
は

再
審
公
判
で
あ
く
ま
で
袴
田
さ
ん

の
有
罪
を
立
証
す
る
方
針
を
表
明

し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
「
５
点

の
衣
類
が
１
年
以
上
み
そ
漬
け
さ

れ
て
も
な
お
赤
み
が
残
る
可
能
性

が
あ
る
か
ら
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

検
察
側
の
姿
勢
は
、
再
審
請
求

審
で
弁
護
団
と
検
察
官
の
双
方
が

科
学
的
知
見
に
基
づ
く
論
を
交
わ

し
、
東
京
高
裁
が
判
断
を
し
た
決

着
済
み
の
問
題
を
蒸
し
返
す
も
の

で
、
い
た
ず
ら
に
審
理
を
長
引
か

せ
る
だ
け
の
許
せ
な
い
行
為
で
す
。

　

検
察
が
ど
う
あ
が
こ
う
と
、
袴

田
巌
さ
ん
の
無
実
が
再
審
開
始
に

よ
り
完
全
に
明
か
さ
れ
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
す
で
に
巖

さ
ん
は
87
歳
、
と
も
に
闘
っ
て
い

る
姉
の
ひ
で
子
さ
ん
は
90
歳
で
す
。

57
年
に
わ
た
っ
て
無
実
を
訴
え
続

け
な
が
ら
も
、
死
刑
囚
と
し
て
の

精
神
的
重
圧
か
ら
精
神
を
侵
さ
れ

て
い
る
巖
さ
ん
が
ま
だ
元
気
な
う

ち
に
完
全
無
罪
判
決
を
か
ち
と
り
、

本
当
の
自
由
の
身
を
取
り
戻
す
こ

と
が
何
と
し
て
も
必
要
で
す
。

　

７
月
16
日
に
は
国
立
市
で
『
袴

田
巌
さ
ん
の
完
全
無
罪
を
求
め
る

く
に
た
ち
集
会
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
集
会
で
は
、
袴
田
さ
ん
や

狭
山
事
件
の
石
川

一
雄
さ
ん
な
ど
多

く
の
え
ん
罪
事
件

を
告
発
す
る
映
画

ド
を
交
え
て
、
一
日
も
早
く
巖
さ

ん
の
自
由
を
取
り
も
ど
そ
う
と
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

再
審
は
年
内
に
は
始
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
袴
田
巌
さ
ん
の
完
全
勝

利
を
か
ち
と
る
ま
で
、
支
援
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
ま
た
、
事
件
発
生
か
ら

60
年
経
つ
狭
山
事
件
石
川
一
雄
さ

ん
の
再
審
を
実
現
さ
せ
る
う
え
で

大
き
な
力
に
な
る
で
し
ょ
う
。
袴

田
巌
さ
ん
の
完
全
無
罪
実
現
！

　

そ
し
て
、
次
は
狭
山
だ
！

一
日
も
早
く
袴
田
巌
さ
ん
の
再
審
開
始
を
！

４年ぶりの『芝浦と場見学・
交流会』が実現します

　コロナ禍で３年間実現できなかった『芝
浦と場見学・交流会』がこの秋再開されま
す。牛や豚の屠畜解体を直接見学し、芝浦
の仲間と交流できる貴重な機会です。
　希望者は清掃・人権交流会の押田（090
‒3804‒4991）までご連絡ください。
◎見学・交流会
　９月 12 日（火）と 13 日（水）
　朝 8 時、品川駅港南口集合
　※どちらか希望の日を選んでください。
◎事前学習会
　９月８日（金）
　午後５時 30 分
　東京清掃地下ホール
　※と場見学・交流会に
　　参加する人は必ず出
　　席してください。

を
撮
り
続
け
て
い
る
映
画
監
督
の

金
聖
雄
さ
ん
が
、
こ
の
日
の
た
め

に
独
自
映
像
を
作
っ
て
上
映
し
て

下
さ
り
、
袴
田
さ
ん
の
近
況
も
報

告
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
『
無

実
の
死
刑
囚
・
袴
田
巖
さ
ん
を
救

う
会
』
の
門
間
幸
枝
さ
ん
か
ら
も
、

こ
れ
ま
で
の
支
援
活
動
の
内
容
や

出
会
っ
た
人
た
ち
と
の
エ
ピ
ソ
ー

※このページの記事は押田五郎記

金聖雄監督

救う会門間さん

許
せ
な
い
検
察
の
引
延
し
策
動

一
日
も
早
く
袴
田
さ
ん
を
自
由
に

各
地
で
支
援
の
取
組
み
が
進
む

袴
田
さ
ん
に
続
き
狭
山
も
！
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▽
17
年
＝
♯
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
運
動
、
海

外
の
女
優
な
ど
の
セ
ク
ハ
ラ
告
発
。

▽
18
年
＝
東
京
医
科
大
不
正
入
試
、

女
性
の
点
数
を
下
げ
て
不
合
格
に
。

▽
19
年
＝
♯
Ｋ
ｕ
Ｔ
ｏ
ｏ
運
動
、
職

場
で
ハ
イ
ヒ
ー
ル
や
パ
ン
プ
ス
強

制
禁
止
を
求
め
る
署
名
運
動
。

▽
21
年
＝
森
元
首
相
の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
女

性
差
別
発
言（
本
人
の
反
省
な
し
）。

▽
23
年
＝
首
相
秘
書
官
の
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
・
同
性
婚
差
別
発
言
。

　

23
年
６
月
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
が
Ｇ

７
前
突
然
浮
上
、
保
守
派
の
意
見

に
よ
り「
差
別
は
許
せ
な
い
」を「
不

当
な
差
別
は
…
」
等
、
差
別
を
助

長
し
か
ね
な
い
内
容
に
修
正
、
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
擁
護
の
法
律
に
変
質
。

　
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
と
は
、「
男
は

男
ら
し
く
、
女
は
女
ら
し
く
」
が

生
活
の
中
で
刷
り
込
ま
れ
て
い
る

な
ど
、
社
会
的
・
文
化
的
に
形
成

さ
れ
た
性
差
の
こ
と
。

　
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
』と
は
、

性
に
よ
り
性
質
や
職
業
を
固
定
的

に
と
ら
え
る
刷
り
込
み
、
医
師
は

男
性
を
イ
メ
ー
ジ
、
な
ぜ
女
性
の

医
師
だ
け
女
医
と
言
わ
れ
る
の
か
。

私
た
ち
の
日
常
は
思
い
込
み
に
あ

ふ
れ
て
い
る
！　
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
』と
は
、性
別
に
関
わ
ら
ず
権
利
、

順
位
は
大
幅
に
下
落
。

▽
管
理
職
比
率

　

ア
ジ
ア
諸
国
に
比
べ
て
も
低
い
。

日
本
と
韓
国
が
際
立
っ
て
低
い
が
、

日
本
は
韓
国
よ
り
低
い
。

▽
賃
金
格
差

　

国
際
比
較
で
も
格
差
は
大
き
い
。

【
５
面
に
続
く
】

ジェンダー平等

都庁退学習会

機
会
の
平
等
、
分
か

ち
合
い
を
意
味
。

▽
世
界
経
済
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数

　

日
本
は
22
年
＝
146

国
中
116
位
→
23
年
＝

125
位
に
。
分
野
別
に

み
る
と
政
治
、
経
済

が
順
位
を
落
と
す
原

因
に
な
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ

ア
は
調
査
開
始
当
時

（
06
年
）、
日
本
と
ほ

ぼ
同
レ
ベ
ル
だ
っ
た

が
、
15
年
間
で
大
幅

に
改
善
、
日
本
は
変

化
な
し
、そ
の
結
果
、

　

６
月
29
日
に
東
京
都
庁
職

員
退
職
者
連
合
会
（
都
庁
退
）

の
学
習
会
が
田
町
交
通
ビ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
〜
政
治
・
労
働
組
合

へ
の
女
性
参
画
に
向
け
て
』、

講
師
は
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
出

身
で
連
合
東
京
副
事
務
局
長

の
真
島
明
美
さ
ん
。
自
身
が

体
験
し
た
「
女
性
差
別
」
に

軽
く
触
れ
て
か
ら
お
話
し
を

さ
れ
ま
し
た
。

『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
っ
て
？

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
る

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス

男
女
平
等
の

国
際
比
較

何
が
問
題
な
の
か
？

講師の連合東京副事務局長
真島明美さん
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仮
に
管
理
職
比
率
と
勤
続
年
数

が
男
女
同
程
度
に
な
れ
ば
、
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
男
女
平
等
賃
金
国
家

に
な
る
。
ま
た
、
女
性
の
非
正
規

率
が
高
い
。
女
性
の
正
社
員
賃
金

と
男
性
の
正
社
員
以
外
の
賃
金
レ

ベ
ル
が
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。

▽
女
性
に
偏
る
育
児
・
家
事

　

育
児
休
業
取
得
率
＝
女
性
85
％
、

男
性
14
％
。
家
事
・
育
児
時
間
が

女
性
に
片
寄
り
不
均
衡
。
６
歳
未

満
の
子
ど
も
を
も
つ
夫
と
妻
の
家

事
関
連
時
間
＝
夫
1.9
時
間
、
妻
8.5

時
間
（
21
年
総
務
省
調
査
）。
コ

ロ
ナ
禍
で
在
宅
勤
務
が
増
え
た
が
、

男
性
は
家
事
・
育
児
を
や
っ
て
い

な
い
。し
か
し
、連
合
の
調
査
で
は
、

男
性
の
多
く
が
仕
事
と
子
育
て
両

立
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明
。

　
『
候
補
者
男
女
平
等
法
』
が
18
年

５
月
に
成
立
。
努
力
義
務
で
拘
束

力
が
な
く
、衆
院
9.9
％
、参
院
25.8
％
、

地
方
11.6
％
。
国
際
的
に
女
性
参
画

が
極
め
て
低
水
準
。
Ｇ
７
の
男
女

48
中
女
性
24
・
男
性
23
・
性
別
非

公
開
１
、
武
蔵
野
は
男
女
同
数
に
。

区
長
に
女
性
が
増
え
変
化
の
兆
し
。

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」、
戦

後
高
度
経
済
成
長
の
成
功
体
験
に

よ
り
日
本
は
変
え
な
か
っ
た
。
欧

米
で
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会

構
築
な
く
し
て
未
来
な
し
」
の
発

想
。
日
本
は
大
き
く
立
ち
遅
れ
た
。

　

連
合
本
部
に
初
の
女
性
会
長
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
で
は
意

義
深
い
と
い
え
る
。

▽
連
合
東
京
男
女
平
等
参
画
目
標

①
女
性
役
員
ゼ
ロ
組
織
を
な
く
す
。

②
女
性
代
議
員
を
構
成
員
の
女
性

比
率
に
応
じ
て
選
出
。

③
機
関
会
議
の
女
性
参
画
率
を

30
％
以
上
に
。

　

な
ぜ
女
性
参
画
目
標
が
30
％
か
。

「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
＝
量
的
変

化
が
質
的
変
化
に
転
じ
る
境
目
」、

あ
る
数
値
を
超
え
る
と
急
速
に
変

化
が
生
じ
る
。
議
会
や
政
策
に
一

平
等
相
会
議
出
席
者
は
日

本
だ
け
が
男
性
だ
っ
た
。

　

問
題
な
の
は
日
本
の
政

治
風
土
。
議
員
は
地
元
活

動
が
必
要
。
地
元
に
顔
を

出
す
議
員
が
強
い
。
地
元

の
声
を
聞
く
の
は
大
事
だ

が
、
宴
会
等
の
負
担
が
過

大
で
女
性
に
は
難
し
い
。

　

議
員
活
動
上
の
課
題
と

し
て
女
性
議
員
が
上
げ
て

い
る
課
題
は
セ
ク
ハ
ラ
、

議
員
活
動
と
家
庭
両
立
。

　

一
方
、
今
年
の
統
一
地

方
選
で
は
状
況
変
化
。「
男

性
・
高
齢
・
現
職
有
利
」

と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
女

性
が
進
出
。
杉
並
は
定
数

定
の
変
化
を
も
た
ら
す
た
め

に
必
要
な
女
性
議
員
の
割
合

は
30
％
と
さ
れ
る
。
30
％
を

超
え
る
と
劇
的
に
変
わ
る
。

　

し
か
し
、
労
働
組
合
は
変

革
で
き
て
い
な
い
。
組
織
性

重
視
の
男
性
型
組
織
で
あ
る

た
め
、
保
守
性
や
前
例
主
義

の
欠
陥
を
内
包
し
て
い
る
。

　

労
働
組
合
は
組
織
率
が
低

下
し
危
機
に
直
面
。
労
組
内

に
あ
る
男
女
の
意
識
の
ズ
レ

を
克
服
で
き
れ
ば
、
前
へ
進

め
る
の
で
は
な
い
か
。

（
注
）
講
演
は
「
女
性
の
地
位

向
上
の
歴
史
」
も
触
れ
ま
し

た
が
、
誌
面
の
都
合
で
割
愛
。

政
治
分
野
で
の
男
女
平
等

な
ぜ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー　

平
等
が
進
ま
な
い
の
か

労
働
組
合
の
取
組
み
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６
月
30
日
、
第
183
回
東
京
総
行

動
が
開
催
さ
れ
、
清
掃
退
職
者
会

は
、
午
後
の
ト
ヨ
タ
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
の

集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
と

　
　

韓
国
の
争
議
を
解
決
し
ろ
！

　

ト
ヨ
タ
本
社
前
で
は
、
小
会
社

フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ
に
よ
る
237
名

の
不
当
解
雇
と
団
交
拒
否
、
韓
国

ワ
イ
パ
ー
社
の
労
働
協
約
を
無
視

し
た
一
方
的
閉
鎖
清
算
に
対
し
抗

議
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
ト
ヨ
タ
社
に
は
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
か
ら
解
雇
者
を
職
場
復
帰

さ
せ
組
合
と
交
渉
す
る
よ
う
、
繰

り
返
し
勧
告
が
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

は
多
国
籍
企
業
行
動
指
針
を
守
る

よ
う
勧
告
し
て
い
ま
す
。
ト
ヨ
タ

は
国
際
的
規
律
に
背
い
て
い
ま
す
。

　

韓
国
ワ
イ
パ
ー
社
は
韓
国
ワ
イ

パ
ー
労
組
と
の
労
働
協
約
で
、
移

転
売
却
清
算
等
は
労
組
と
の
協
約

が
必
要
で
あ
る
と
合
意
し
て
い
ま

す
。
韓
国
の
地
裁
は
、
労
働
協
約

に
違
反
し
た
解
雇
を
し
て
は
な
ら

な
い
と
の
仮
処
分
判
決
を
出
し
て

い
ま
す
。
韓
国
ワ
イ
パ
ー
社
の
親

会
社
は
ト
ヨ
タ
の
部
品
企
業
デ
ン

ソ
ー
で
あ
り
、
ト
ヨ
タ
は
解
決
に

重
大
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
は
不
当
解
雇
を
撤
回
し

　

10
年
余
の
争
議
に
謝
罪
し
ろ
！

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
81
名
と

客
室
乗
務
員
84
名
の
解
雇
を
放
置

し
た
ま
ま
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
477
名
・

客
室
乗
務
員
６
３
２
５
名
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
計
165
名
の
解
雇
は
必

要
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
社
の
報

告
書
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
平
和
な
空
を
安
全
に
運
行
す

る
に
は
、
経
験
の
深
い
職
員
と
の

交
渉
に
向
き
合
う
企
業
と
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
雨
と
強
風
の

た
め
、
天
王
洲
ビ
ル
２
階
ス
カ
イ

ウ
ォ
ー
ク
で
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

（
岡
澤
徹
記
）

６・30東京総行動
トヨタとＪＡＬは社会的責任果せ！

　

国
会
が
終
わ
っ
て
も
大
軍
拡
・

増
税
反
対
の
声
は
お
さ
ま
ら
ず
、

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
事
故
・
情
報
漏
洩

に
対
す
る
批
判
が
高
ま
る
中
、
連

日
の
猛
暑
に
も
め
げ
ず
、
７
月
の

19
日
行
動
が
国
会
議
員
会
館
前
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
は

　

弱
い
人
た
ち
と
弱
い
地
域

　

だ
か
ら
、
戦
争
国
家
に
反
対
！

　

市
民
か
ら
の
発
言
で　
『
市
民

連
合
＠
新
潟
』
の
佐
々
木
寛
さ
ん

は
、「
沖
縄
は
軍
事
基
地
化
し
て
い

る
。
現
代
の
戦
争
は
始
ま
る
と
誰

も
止
め
ら
れ
な
く
な
る
。
戦
争
経

済
が
戦
争
を
動
か
し
て
い
る
か
ら

だ
。
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
は

常
に
弱
い
人
た
ち
と
弱
い
地
域
だ
。

沖
縄
は
戦
場
に
な
り
、
新
潟
に
は

原
発
が
あ
る
。
戦
争
が
起
こ
れ
ば

破
滅
す
る
。
戦
争
国
家
づ
く
り
を

許
す
な
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
事
故
・
漏
洩
は

　

構
造
的
欠
陥
、
保
険
証
を
残
せ

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
問
題
に
触
れ
て

『
共
通
番
号
い
ら
な
い
ネ
ッ
ト
』
の

宮
崎
俊
郎
さ
ん
は
、「
あ
ら
ゆ
る
個

人
情
報
を
紐
付
け
で
き
る
法
律
が

成
立
し
た
と
た
ん
、
事
故
や
漏
洩

が
続
々
明
ら
か
に
な
っ
た
。
デ
ジ

庁
が
隠
ぺ
い
し
て
い
た
か
ら
だ
。

本
来
あ
り
え
な
い
事
故
・
漏
洩
が

起
き
た
の
は
シ

ス
テ
ム
の
根
本

的
な
欠
陥
に
よ

る
。『
番
号
法
』

は
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
任
意
性
を

定
め
て
い
る
。

健
康
保
険
証
の

廃
止
撤
回
、
保

険
証
を
残
す
運

動
を
強
め
て
い

こ
う
」
と
報
告

し
ま
し
た
。

岸
田
悪
法
強
行
政
権
は
庶
民
の
声
を
聴
け
！

退職者会も猛暑にへこたれず参加

東京清掃が集会参加復帰、若い人が多数参加


